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※必ずお読み下さい※ 

お子さんを預ける保護者のみなさまへのお願い   

 

【託児の際に必要な持ち物（必ずご持参ください）】 

● 託児用バック（記名をお願いします） 

① 飲み物（お茶やお水など甘くないもの）・・・こぼれにくい容器（哺乳瓶、 

マグマグ、ストロー型水筒等）に入れてお持ちください。母乳の方も哺乳瓶と 

白湯などお子様が水分補給で飲めるものをご用意くださいますと助かります。 

   どうしても母乳以外で水分補給が難しい場合には、別途ご相談ください。 

講座中にお呼び出しする、などで対応させていただきます。 

② オムツ、使用済みオムツを入れるビニール袋、おしりふき（オムツ使用のお子様） 

  使用済みオムツはお持ち帰りください。 

③ 手ふき、よだれ拭き用ハンドタオル 

④ 着替え・・・トイレトレーニング中や排泄間隔の短いお子さんは、紙おむつや着替えを

多めにご用意ください 

⑤ バスタオル（お昼寝の時などに使います） 

⑥ 普段使っている抱っこ紐またはおんぶ紐 

※①〜④は一つの袋に入れてお持ちください。 

● 保険証（ご自身でお持ちになっていてください） 

 

※お子さんの体調や状況を把握するために 

受付前に「託児カード」を記入していただきます。 

朝、お子さんの体温を計ってきてください。 

【預けるとき】 

・ お子さんの体調が悪い時は、無理をせずお休みをしてください。当日熱があったり、感染性

疾患に罹っている場合はお預かりできませんのでご了承下さい。お預かりするお子さんと

同居しているご家族に、体調不良および発熱がある方がいる場合もお預かりできません。 

・ 体温が 37.5 度以上の場合は、お子さんをお預かりできません。 

・ 会場へは余裕を持って１5 分前までにお越しになり、トイレと手洗いを済ませてください。 

・ お子さんにはどうして保護者の方と離れるのか、終わったら必ず迎えにくることを事前に

きちんと伝えてください。 

・ お子さんは離れる時には泣くこともありますが、慣れてくれば新しい人との関わりや遊び

を見つけていきます。どうしても泣き止まず、お子さんが辛そうな場合は、保護者の方へ

戻す場合もあります。体調不良の様子が見られた場合も、保護者の元へお戻しします。 

・ 個人のおやつやおもちゃは持たせないよう、バッグに入れないようにしてください。 

・ 連絡事項や留意点がある場合は、託児カードに記入し、当日託児担当者まで直接口頭でも

お伝えください。 

・ 身につけるもの（上着・靴下・荷物）には全て記名をしてください。 

・ お絵かき等して洋服が汚れてしまう場合がありますので、汚れてもいい服装でお越しくだ

さい。託児中、床が滑って危険な場合は転倒防止の為裸足になる場合があります。すぐ脱

げるよう、当日タイツは履かせず、靴下を履かせてきてください。 

・ お預かりしているお子さんの人数、お子さんの年齢・体調、お天気、安全かどうかを考慮し

た上で、お子さんの気分転換も兼ねてお散歩に行くこともあります。もし、お散歩が不可

のお子さんは託児カードに書いて頂くか、スタッフに直接お伝えください。 

【緊急時】 

緊急避難時にはお子さんをお引き取りください。（託児室までお迎えに来て下さい。）建物の 

被害状況や緊急度によっては託児スタッフがお子さんを連れて避難する場合もあります。 

【託児終了後】 

速やかにお子さんを迎えに来てください。頑張ったことを褒めて抱きしめてあげてください。 


